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台
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弛
緩
剤
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ク
事
件
）
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一　

最
高
裁
上
告
棄
却
決
定
に
つ
い
て

最
高
裁
第
二
小
法
定
は
、
本
年
二
月
一
五
日
、
被

告
人
守
大
助
の
上
告
を
棄
却
す
る
決
定
を
な
し
、
無

期
懲
役
が
確
定
し
た
。
決
定
は
、
■
告
に
理
由
が
な

い
と
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一　

な
お
、
所
論
は
土
橋
均
ら
の
行

っ
た
鑑
定
に
は

．

一
多
々
疑
間
が
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
所
論
に
か
ん

一
が
み
記
録
を
精
査
し
て
も
、
被
告
人
が
筋
弛
緩
剤

一
マ
ス
キ

ュ
ラ
ッ
ク
ス
を
点
滴
ル
ー
ト
で
投
与
す
る

・
こ
と
に
よ
り
本
件
各
犯
行
を
行

っ
た
と
し
た
原
判

一
断
に
つ
き
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
法
令
違

一
反
又
は
重
大
な
事
実
誤
認
を
発
見
す
る
こ
と
は
で

一
き
ず
、
刑
訴
法
第
四

一
一
条
を
適
用
す
べ
き
も
の

一
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

最
高
裁
は
仙
台
地
裁

・
高
裁
の
事
実
認
定
を
追
認

し
た
。
仙
台
市
の
北
陵
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
准
看
護
師
の

被
告
人
が
、
次
の
五
件
に
つ
い
て
、
各
忠
者
の
点
滴

ル
ー
ト
に
筋
弛
緩
剤

マ
ス
キ

ュ
ラ
ッ
ク
ス
を
混
ぜ
て

投
与
し
、
殺
人

・
殺
人
未
遂
の
犯
行
を
行

っ
た
と
い

う

（逮
捕

・
起
訴
の
順
）
。

①
・　
小
六
女
児
入
院
忠
者
の
殺
人
米
遂

（現
在
も

植
物
状
態
）

②
　
八
九
歳
女
性
入
院
患
者
を
殺
害

③

　
一
歳
女
児
人
院
患
者
の
殺
人
未
遂

（す
ぐ
に

回
復
）

④
　
四
五
歳
の
男
性
外
来
患
者
の
殺
人
未
遂

（す

ぐ
に
回
復
）

⑤
・　
四
歳
男
児
人
院
患
者
の
殺
人
未
遂

（す
ぐ
に

回
復
）

二
　
刑
事
裁
判
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

■
０
〇

一
年
　
月
六
日
夜
、
宮
城
県
警
は

「北
陵

ク
リ
ニ
ッ
ク
元
准
看
護
師
守
大
助
容
疑
者
を
、
小
六

女
児
の
点
滴
に
筋
弛
緩
剤
を
混
入
し
植
物
状
態
に
陥

ら
せ
た
と
の
殺
人
未
遂
容
疑
で
逮
捕
し
、
投
杏
本
部

を
設
置
し
た
。
」
と
発
表
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
は
、
警
察
リ
ー
ク
に
よ
り
、
守
が
勤
務

し
た
　
年
半
に
、
弱
考
の
年
寄
り
と
幼
児
を
狙
い
、

思
者
約
●
０
人
の
点
滴
に
筋
弛
緩
剤
を
混
人
、
約

一

０
人
を
殺
害
し
た
前
代
未
聞
の
連
続
殺
人
で
あ
る
と

し
、
連
日
連
夜
、
大
々
的
に
報
道
し
た
。
そ
の
印
象

が
視
聴
者
や
読
者
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。

な
お
北
陵
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
現
職
の
東
北
大
学
医

学
部
教
授
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｓ

（機
能
的
電
気
刺
激
）
と
い

う
先
端
医
療
を
行
う
た
め
、
実
質
経
営
者
と
し
て
開

設
し
、
内
科
や
小
児
科
の
医
療
も
行
う
ベ
ッ
ド
数

一

九
床
の
診
療
所
で
あ
る
。
教
授
の
要
が
小
児
科
医
師

と
し
て
副
院
長
の
立
場
に
あ

っ
た
。

宮
城
県
警
と
仙
台
地
検
は
、
急
変

・
死
亡
患
者
約

○
人
の
う
ち
、
前
記
①
か
ら
⑤
の
患
者
に
つ
い
て

は
血
液
や
点
滴
残
溶
液
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
鑑
定

資
料
に
大
阪
府
警
科
捜
研
ｔ
橋
技
術
吏
員
ら
が
鑑
定

し
た
と
こ
ろ
、
筋
弛
緩
剤
マ
ス
キ

ュ
ラ
ッ
ク
ス
の
成

分
ベ
ク
ロ
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
事
件
性
の
裏
付
け

が
得
ら
れ
た
と
し
て
起
訴
し
た
。

弁
護
団
は
、
患
者
の
急
変

・
死
亡
は
、
何
れ
も
病

変
、
自
然
死
、
投
薬
の
副
作
用
、
救
急
処
置
の
で
き

な
い
医
療
事
故
等
で
説
明
で
き
る
、
筋
弛
緩
剤
が
投

与
さ
れ
た
事
実
は
な
く
真
犯
人
も
い
な
い
、
守
大
助

の
犯
人
性
ば
か
り
か
事
件
性
の
な
い
冤
罪
で
あ
る
と

キ
要

し
た
。
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一　

一
審
仙
台
地
裁
の
審
理
で

明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と

―
　
全
て
の
患
者
の
症
状
は
筋
弛
緩
剤
の
薬
効
と
異

な
り
矛
盾
す
る

Ｏ
・　
小
六
女
児
の
ケ
ー
ス
は
、
呼
吸
と
循
環
が
ま

だ
あ
る
段
階
で
、
痙
撃
や
昏
睡
、
対
光
反
射
消
失

・

瞳
孔
散
大
な
ど
の
中
枢
神
経
障
害

（脳
障
害
）
を
呈

し
た
。
弁
護
側
証
人
の
日
本
仄
科
大
学
麻
酔
科
教
授

は
、
筋
弛
緩
剤
な
ら
呼
吸
性
の
脳
障
害
と
な
る
が
、

右
症
状
経
過
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
機
庁
に
よ
る

脳
症
を
来
し
た
の
だ
と
証
言
し
た
。
警
察
が
筋
弛
緩

剤
と
誤
認
し
た
の
は
、
女
児
が
痙
攣
や
昏
睡
に
先
だ

つ
急
変
初
期
に
複
視
や
構
音
（呂
律
）
障
害
を
訴
え
た

か
ら
で
あ

っ
た
．
複
視
や
構
音

（呂
律
）
障
害
は
筋

弛
緩
剤
の
初
期
の
薬
効
に
似
て
い
た
。
捜
査
当
局
は
、

急
変
原
因
を
調
査
す
る
こ
と
な
く
、
女
児
の
点
滴
を

担
当
し
た
守
大
助
が
筋
弛
緩
剤
を
投
与
し
た
も
の
と

思
い
込
み
、
そ
の
逮
捕
に

一
直
線
に
突

っ
た

っ
た
．

他
の
四
件
の
患
者
に
つ
い
て
も
筋
弛
緩
剤
の
症
状

と
は
異
な

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
病
変
や
投
薬
の
副

作
用
で
十
分
に
説
明
で
き
る
。

②
　
八
九
歳
女
性
に
つ
い
て
は
、
北
陵
ク
リ
エ
ッ

ク
院
長
で
内
科
の
三
階
堂
医
師
が
自
ら
記
載
し
た
カ

ル
テ
に
基
づ
い
て
、
心
筋
使
家
と
証
言
し
た
。

③

　
一
歳
女
児
に
つ
い
て
は
、
点
滴
の
話
ま
り
を

改
善
す
る
た
め
注
射
器
で
二
方
活
栓
か
ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（水
溶
液
押
込
）
が
な
さ
れ
直
後
急
変
し
た
。
弁
護

側
証
人
の
小
児
科
陳
師
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
で
血
絆
が

脳
に
飛
び
、　
一
時
的
に
虚
血
性
脳
発
作
を
起
こ
し
て

意
識
を
喪
失
し
た
も
の
と
証
言
し
た
。

④
　
四
五
歳
男
性
の
ケ
ー
ス
は
、
②
と
同
１１
年
後

の
案
件
で
あ
り
、
‐
幣
堂
院
長
が
、
カ
ル
テ
の
記
載

に
基
づ
き
抗
ｔ
剤
の
劇
作
用
と
診
断
し
て
い
る
。

③
　
四
歳
男
児
は
、
■
時
医
師
二
人
が

一て
ん
か

ん
発
作
と
痰
詰
ま
り
」
に
よ
る
呼
吸
困
難
と
診
断
、

患
者
を
紹
介
し
た
別
の
医
師
に
連
絡
し
て
い
る
。

２
　
鑑
定
資
料
の
全
量
消
費
が
再
鑑
定
を
阻
ん
だ

警
察
鑑
定
で
は
青
駿
カ
リ
や
砒
素
等
の
有
無
も
調

べ
る
た
め
に
鑑
定
資
料
を
全
量
消
費
し
た
と
い
う
。

公
判
に
お
け
る
再
鑑
定
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

訴
訟
１１
対
立
当
事
者
に
過
ぎ
な
い
捜
査
側
の
ア
ン

フ
ェ
ア
な
措
置
で
あ
る
。
鑑
定
書
の
証
拠
能
力
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
　
な
ぜ
有
罪
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
か

，
鑑
定
が
な
さ
れ
ず
、
警
察
鑑
定
が
決
定
的
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
検
察
側
証
人
と
し
て
登
場
し
た
二
〇

人
の
医
師
は
　
人
の
例
外
も
な
く
東
北
大
学
医
学
部

の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
児
科
医
師

と
夫
は
、
男
児
の
死
亡

（後
述
）
と
女
児
の
植
物
状

態
と
い
う
大
き
な
灰
療
■
故

（過
誤
）
を
抱
え
て
お

り
、
筋
弛
緩
剤
の
犯
罪
と
見
た
捜
査
当
局
の
路
線
に

に
追
随
す
る
証
言
に
終
始
し
た
。

四
　
一
一審
仙
台
高
載
の
審
理

・
判
決
で

明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と

―
　
筋
弛
緩
剤
マ
ス
キ
ュ
ラ
ッ
ク
ス
が
検
出
さ
れ
た

と
は
言
え
な
い

■
審
で
弁
護
人
は
、

マ
ス
キ
ュ
ラ
ッ
ク
ス
の
成
分

ベ
ク
ロ
ニ
ウ
ム
を
質
量
分
析
し
た
外
国
論
文
四
点
と

福
岡
大
学
教
授
の
鑑
定
意
見
書
を
証
拠
と
し
て
提
出

し
採
用
さ
せ
た
。
警
察
の
分
析
数
値
だ
け
が
ベ
ク
ロ

ニ
ウ
ム
の
分
子
量
と
異
な

っ
て
い
た
。
分
析
化
学
た

る
質
量
分
析
で
、

マ
ス
キ
ュ
ラ
ッ
ク
ス
を
検
出
し
た

と
は
い
え
な
い
こ
と
が
ゎ
か
っ
た
。

２
　
仙
台
高
裁
判
決
の
非
科
学
性

高
裁
棄
却
判
決
は

「外
国
論
文
四
点
と
福
岡
大
教

授
の
鑑
定
意
見
書
は
、
警
察
鑑
定
と
は
分
析
装
置
と

分
析
条
件
が
異
な

っ
て
い
る
か
ら
、
数
値
が
違

っ
て

い
て
も
警
察
鑑
定
の
信
用
性
を
左
右
し
な
い
」
。
と

し
た
。

こ
れ
に
つ
き
質
量
分
析
専
門
家
は

「質
量
分
析
装

置
は
世
界
共
通
機
器
で
あ
り
、
同

一
試
料
に
つ
き
同

じ
分
析
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ

そ
科
学
的
討
論
が
可
能
と
な
る
。
同
じ
結
果
が
出
せ

な
い
な
ら
、
未
熟
な
者
の
測
定
で
あ
る
。
警
察
鑑
定

で
検
出
し
た
数
値
は
マ
ス
キ

ュ
ラ
ッ
ク
ス
の
成
分
そ

の
も
の
と
は
違
う
物
質
に
出
来
す
る
」
。
と
批
判
し

て
い
る
。

五
　
分
析
化
学
と
医
学
、
二
つ
の
科
学
を
無
視
し

た
最
高
裁

最
高
裁
決
定
は
、
警
察
鑑
定
の
質
量
分
析
結
果
の

当
否
に
は
言
及
せ
ず
、
各
患
者
の
症
状
と
筋
弛
緩
剤

の
薬
効
と
の
医
学
的
矛
盾
に
も
答
え
な
い
。

分
析
化
学
と
医
学
と
い
う
二
つ
の
科
学
的
な
誤
り

に
Ｈ
を
開
ざ
し
た
。
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上
告
棄
却
決
定

へ
の
弁
護
団
の
抗
議
声
明
の
要
旨

を
左
に
引
用
す
る
。

記

事
件
性
の
唯

一
の
証
拠
た
る
警
察
鑑
定
は
、
鑑

定
資
料
を
全
量
消
費
し
、
公
判
の
再
鑑
定
を
不
能

と
し
た
ば
か
り
か
、
鑑
定
書
に
記
載
さ
れ
た
数
値

が
筋
弛
緩
剤

（
ベ
ク
ロ
ニ
ウ
ム
）
の
実
験
今
耕
デ
ー

タ
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
筋
弛
緩
剤
を
検
出
し
た

と
は
い
え
な
い
。
証
拠
と
な
っ
た
薬
毒
物
学
の
大

学
教
授
の
鑑
定
意
見
書
と
世
界
の
権
威
あ
る
四
点

の
支
厭
に
明
記
さ
れ
た
筋
弛
緩
剤
の
実
験
分
析
デ
ー

タ
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
分
析
化
学
の
面
で
警

察
鑑
定
を
有
罪
認
定
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

ま
た
、
患
者
の
急
変
症
状
が
筋
弛
緩
剤
の
薬
効

と
異
な
る
こ
と
も
麻
酔
科
医
師
で
あ
る
大
学
教
授

い
腹
痛
と
嘔
吐
を
訴
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
児
科
医
師
の

診
察
を
受
け
、
虫
垂
炎
の
疑
い
で
入
院
し
点
滴
投
与

堂
院
長
や
看
護
職
員
が
法
廷
で
明
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
児
科
医
師
が
気
道
確
保
等
の
救
急
処
置

が
で
き
ず
に
仙
台
市
立
病
院
へ
の
小
児
転
送
が
続
く
。

小
六
女
児
の
件
の
前
月
、
五
歳
男
児
の
気
管
内
挿
管

に
失
敗
し
死
亡
さ
せ
た
。
看
護
職
員
の
共
通
の
認
識

で
あ
っ
た
。

急
変
や
転
送
は
守
の
当
直
や
日
勤
と
重
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

事
情
を
知
る
院
内
関
係
者
は
急
変
や
転
送
に
不
審

を
抱
く
こ
と
は
な
い
。

だ
が
、
院
内
事
情
を
知
ら
な
い
捜
査
機
関
の
眼
に

は
、
守
就
職
後
に
始
ま
り
そ
の
点
滴
業
務
に
結
び
つ

く
出
来
事
と
映

っ
た
。
守
大
助
は
年
寄
り
と
小
児
を

集
中
的
に
狙
い
、
約
二
〇
人
の
点
満
に
筋
弛
緩
剤
を

混
入
し
、
約

一
〇
人
を
殺
害
し
た
と
疑
わ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
捜
査
機
関
の
第
二
の
大
き
な
誤
解
で
あ
っ

た
。七

　
鑑
定
資
料
の
血
液

・
点
滴
藩
液
等
が
残
さ
れ

て
い
る
点
に
疑
義

守
大
助
は
、
強
圧
と
誘
導
の
取
調
に
屈
し
て
逮
捕

か
ら
二
日
間
は
犯
行
を
自
認
し
て
い
た
が
四
日
日
か

ら

一
貫
し
て
否
認
を
貫
い
た
。
有
罪
の
決
め
手
は
血

液
や
点
滴
溶
液
か
ら
筋
弛
緩
剤
を
検
出
し
た
と
す
る

警
察
鑑
定
だ
け
で
あ
る
。

警
察
鑑
定
で
筋
弛
緩
剤
が
検
出
さ
れ
た
と
言
え
な

い
こ
と
は
前
述
し
た
。
さ
ら
に
、
鑑
定
資
料
の
血
液

や
点
滴
溶
液
に
は
重
大
な
疑
義
が
あ
っ
た
。
弁
護
団

は
鑑
定
資
料
の
全
て
に
疑
義
が
あ
る
と

一
貫
し
主
張

今
回
の
最
高
裁
決
定
は
、
警
察
鑑
定
の
誤
り
を

一

指
摘
し
違
法
捜
査
を
抑
止
す
べ
き
責
務
を
放
棄
す

る
も
の
で
あ
り
、
審
査
権
限
を
行
使
す
べ
き
重
大

一

な
場
面
か
ら
逃
避
す
る
も
の
で
あ
る
。

｛ハ
　
筋
弛
経
剤
犯
罪
と
誤
認
さ
れ
た
事
情

刑
事
裁
判
の
証
拠
調
べ
で
、
以
下
の
事
情
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
　
①
小
六
女
児
の
急
変
が
筋
弛
緩
剤
の
犯
罪
と
疑

わ
れ
た

二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
二

一
日
、
小
六
女
児
は
、
強

後
に
急
変
し
た
。
医
師
は
気
管
内
挿
管
が
で
き
ず
、

一
時
、
心
肺
が
停
止
し
た
が
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊

員
が
気
道
を
確
保
し
蘇
生
さ
せ
た
。
転
送
先
仙
台
市

立
病
院
の
血
液
検
査
や
頭
部

・
腹
部
の
Ｃ
Ｔ
画
像
検

査
で
も
異
状
が
な
く
、
急
変
の
原
因
が
判
ら
な
か
っ

た
。
女
児
は
後
に
植
物
状
態
に
陥

っ
た
。
小
児
科
医

師
の
妻
の
悩
み
を
聞
い
た
夫
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
実
質

経
営
者
の
東
北
大
教
授
で
あ
っ
た
。
夫
は
同
年

一
二

月

一
日
向
大
学
法
医
に
妻
の
悩
み
を
相
談
し
た
。

女
児
の
複
視
と
構
音
障
害
が
筋
弛
緩
剤
の
初
期
の

薬
効
に
似
て
お
り
、
心
肺
停
止
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

法
広
は
官
城
県
警
察
本
部
に

「犬
殺
し
は
血
液
か
ら

出
な
い
」
と
し
て
通
報
し
た
。
犬
殺
し
は
筋
弛
緩
剤

の
俗
称
で
あ
る
。

法
医
の
影
響
力
は
大
き
く
直
ち
に
特
殊
犯
係
に
よ

る
捜
査
が
開
始
さ
れ
た
。
小
児
科
医
師
を
参
考
人
と

し
て
呼
び
出
し
た
。
捜
査
主
任
は
、
法
医
の
通
報
が

捜
査
の
端
緒
だ
っ
た
と
証
吉
し
て
い
る
。
か
く
し
て

女
児
の
点
滴
が
疑
わ
れ
、
縄
肖
し
た
守
大
助
が
疑
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
捜
査
機
関
の
第

一
の
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。

２
　
院
内
の
事
情
が
筋
弛
緩
剤
の
犯
罪
と
疑
わ
れ
た

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
累
積
負
債

一
二
億
円
の
赤
字
経
営

改
善
を
め
ざ
し
、　
一
九
床
の
稼
働
率
を
高
め
る
た
め

重
症
高
齢
患
者
も
受
入
れ
て
最
期
ま
で
看
取
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
が
、
守
の
就
職
時
期
と
重
な
っ
た
。

当
然
、
高
齢
患
者
の
急
変

・
死
亡
が
増
え
た
。
三
階

な
ど
の
証
言
に
よ
り
医
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
た
。

―

―
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し
て
き
た
。
血
液
は
検
査
済
み
で
あ
り
、
点
滴
溶
液

は
廃
棄
済
み
で
は
な
か

っ
た
か
。

こ
こ
で
は
、
比
較
的
分
か
り
易
い
も
の
に
つ
き
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

⑤
の
四
歳
男
児
の
件
で
鑑
定
資
料
と
さ
れ
た
血
液

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

一
一
月

一
三
日
午
後

´
一
時

一
五
分
に
採
取
さ
れ
た
血
液
の

一
部
が
試
験
管
に
凍

結
状
態
で
保
管
さ
れ
、
後
に
警
察
に
提
出
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。
四
歳
男
児

の
血
液
は
、
医
師
に
よ
り
注
射
器
で
採
取
さ
れ
た
後
、

翌
日
外
洋
検
査
会
社
に
三
項
日
の
検
査
を
依
頼
す
る

た
め
に
、
看
護
婦
の
手
で
三
本
の
試
験
管
に
分
け
て

一
晩
保
管
し
提
出
さ
れ
、
す
ぐ

一
っ
の
項
日
の
検
査

結
果
が
書
面
で
口
答
さ
れ
て
い
る
。
看
護
婦
は
日
常

の
決
ま
り
き

っ
た
作
業
と
し
て
試
験
管
に
血
液
を
分

け
る
。
理
由
も
な
く
看
護
婦
が
四
木
日
の
試
験
管
人

り
血
液
を
作
製
す
る
こ
と
は
な
い
。

他
の
件
の
血
液
も
検
査
済
み
で
あ
り
、
点
滴
溶
液

は
廃
棄
済
み
で
あ
る
。

論
告
や
　
、
　
一審
判
決
は
、
こ
の
矛
盾
を
説
明
で

き
て
い
な
い
し
、
最
高
裁
は
、
鑑
定
資
料
の
真
正
性

に
つ
い
て
は
表
面
上
全
く
関
心
を
寄
せ
な
い
。

八
　
刑
事
司
法
の
安
全
弁
は
機
能
し
て
い
る
の
か

仮
に
、
裁
判
所
が
警
察
の
鑑
定
を
治
安
の
要
で
あ

る
と
し
て
庇

っ
た
り
、
鑑
定
資
料
の
疑
義
に
日
を
開

ざ
し
耳
を
案
い
だ
り
、
医
師
や
教
授
な
ど
強
い
者
に

軍
配
を
挙
げ
た
と
す
る
と
、
刑
事
司
法
は
崩
壊
す
る
。

裁
判
所
が
投
査
と
起
訴
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
刑

事
司
法
が
機
能
せ
ず
、
無
睾
は
罰
せ
ら
れ
な
い
と
い

う
安
全
弁
が
働
か
な
い
。
あ
の
日
あ
の
時
に
点
滴
業

務
に
従
事
し
た
だ
け
で
無
期
懲
役
の
冤
罪
に
落
と
さ

れ
た
守
大
助
の
極
め
付
き
の
不
幸
は

一
般
の
国
民
に

と
っ
て

「明
日
は
わ
が
身
」
な
の
で
あ
る
。

▼守大助さんからの使り (日本国民救援会官城県本部HPよ り)
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再
審
に
向
け
て
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最
高
裁
に
望
み
を
繁
い
て
い
た
守
大
助
と
両
親
の

悲
嘆
ぶ
り
は
、
言
葉
に
表
わ
せ
な
い
。
先
日
の
接
見

で
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
守
人
助
は
丸
坊
主
と
上
下

の
粗
末
な
囚
人
服
で
姿
を
見
せ
た
。

改
め
て
再
審
の
実
現
に
向
か
っ
て
決
意
を
固
め
た
。

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。
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